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一
　
は
じ
め
に

中
勘
助
文
学
資
料
を
保
存
管
理
す
る
静
岡
市
に
よ
っ
て
中
勘
助
の
蔵
書
リ
ス

ト
が
研
究
者
に
公
開
さ
れ
た
平
成
二
一
年
以
降
、
筆
者
は
中
の
作
品
に
お
け
る

印
度
学
資
料
仏
教
学
資
料
の
受
容
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
筆
者
は
平
成
二
四
年

四
月
よ
り
静
岡
市
所
蔵
の
中
勘
助
手
沢
本
及
び
原
稿
推
敲
箇
所
の
調
査
を
担
当

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
具
体
的
に
、
作
品
の
典
拠
及
び
全
集
掲
載
本
文
に
至

る
ま
で
の
推
敲
の
経
緯
を
実
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
静
岡
市
所
蔵
の
中
勘
助
関
係
資
料
を
も
と
に
、
本
稿
で
は
先
行
研
究

に
挙
げ
た
拙
論
の
補
足
事
項
と
し
て
「
菩
提
樹
の
蔭
」
の
成
立
過
程
と
、
印
度

学
仏
教
学
資
料
の
受
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
菩
提
樹
の
蔭
」
は
イ
ン
ド
三
部
作
と
後
年
称
さ
れ
た
作
品
群
の
内
、
昭
和

三
年
一
一
月
二
〇
日
に
書
か
れ
た
と
初
出
末
尾
に
あ
る
。
初
出
は
昭
和
四
年
一

〇
月
一
日
刊
岩
波
書
店
発
行
の
雑
誌
『
思
想
』
八
九
号
で
あ
る
。

二
　
先
行
研
究

　

先
行
研
究
と
し
て
、
作
品
の
テ
ー
マ
に
触
れ
た
も
の
に
関
し
次
に
挙
げ
る
。

①
小
宮
豊
隆　

角
川
文
庫
『
菩
提
樹
の
蔭
・
提
婆
達
多
』
解
説
（
昭
和
二
七
年

三
月
三
日
の
脱
稿
日
記
載
）

「
提
婆
達
多
」
に
描
か
れ
た
我
に
も
と
づ
く
異
性
間
の
愛
・
親
子
間
の
愛
が
、

中
の
述
べ
る
「
仏
陀
の
慈
悲
」
に
連
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、「
我
が
幾
度
も
濾

過
さ
れ
た
の
ち
に
、
こ
の
世
界
を
一
つ
に
繋
げ
る
大
き
な
愛
」
に
近
づ
い
て
い

け
る
こ
と
、「『
菩
提
樹
の
蔭
』
で
は
中
は
、
別
の
方
面
か
ら
、
こ
の
我
の
な
い

愛
の
奇
蹟
を
描
き
出
し
て
ゐ
る
」
こ
と
を
述
べ
た
。

「
菩
提
樹
の
蔭
」
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は
最
後
の
一
文
の
み
で
あ
る
が
、
そ

の
後
の
「
菩
提
樹
の
蔭
」
論
に
幾
度
と
な
く
引
用
さ
れ
る
「
愛
の
奇
蹟
」
を
描

い
た
作
品
と
い
う
読
み
を
提
示
し
た
。

②
関
口
宗
念　
『
犬
』『
菩
提
樹
の
蔭
』
に
於
け
る
愛
」
初
出
『
聖
和
』（
聖
和

学
園
短
期
大
学
紀
要
）
第
二
号
（
昭
和
三
二
年
一
一
月
）
後
に
私
家
版
『
中
勘

助
研
究
』（
平
成
一
七
年
五
月
一
〇
日　

創
英
出
版
）
収
録

「
犬
」「
菩
提
樹
の
蔭
」
を
愛
の
物
語
と
述
べ
た
上
で
、
遂
げ
ら
れ
ぬ
愛
の
悲

劇
と
、
そ
れ
を
貫
こ
う
と
す
る
愛
の
真
心
を
描
い
た
こ
と
、
人
間
の
犬
へ
の
変

身
、
還
魂
と
い
う
伝
奇
的
構
想
、
と
い
う
共
通
点
を
挙
げ
る
。
相
違
点
と
し
て
、

「
犬
」
が
女
の
情
熱
的
な
愛
の
物
語
を
基
調
と
し
、
英
雄
的
性
格
を
持
つ
登
場

人
物
、
激
し
い
対
立
葛
藤
、「
死
」
が
最
後
の
解
決
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
、「
菩

提
樹
の
蔭
」
が
男
の
観
照
的
な
愛
の
物
語
を
基
調
と
し
、
平
凡
な
幼
馴
染
の
恋
、

「
菩
提
樹
の
蔭
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

木
　
　
内
　
　
英
　
　
実
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「
死
」
が
出
発
点
で
あ
り
、
第
二
の
「
死
」
が
最
後
の
解
決
と
し
て
描
か
れ
た

こ
と
を
挙
げ
る
。

イ
ン
ド
三
部
作
の
最
後
の
作
品
と
し
て
、
三
作
品
共
通
の
テ
ー
マ
を
「
性
と

愛
の
相
克
」
と
指
摘
し
た
。「
提
婆
達
多
」
後
編
に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ

ト
ル
の
「
性
を
呪
い
つ
つ
性
か
ら
生
ま
れ
る
愛
に
迷
う
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル

の
苦
悩
は
仏
陀
に
つ
い
て
救
わ
れ
た
」
と
い
う
苦
悩
の
様
相
を
、「
犬
」
で
は

「
犬
の
娘
が
僧
犬
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
犬
を
、
愛
憎
の
矛
盾
を
抱
き
つ
つ
、

本
能
的
に
愛
撫
す
る
」
と
い
う
「
ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
の
苦
悩
の
再
現
」
と

し
て
描
い
た
と
、
言
及
す
る
。

「
菩
提
樹
の
蔭
」
で
は
「
愛
の
た
め
に
神
を
冒
涜
し
、
そ
し
て
ま
た
愛
の
た

め
に
神
と
の
誓
約
を
背
い
た
後
の
彼
の
愛
は
次
第
に
性
の
匂
い
を
失
い
」「
愛

は
よ
う
や
く
性
の
絆
か
ら
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
考
察
し
た
。

プ
ー
ル
ナ
の
わ
が
子
や
か
つ
て
の
恋
人
に
対
す
る
思
い
を
「
限
り
な
い
献
身

と
静
か
な
諦
観
に
満
ち
た
愛
の
祈
り
」
と
認
め
、
三
部
作
の
最
後
に
作
者
は

「
愛
を
、
人
間
を
、
従
っ
て
自
己
を
、
運
命
の
大
河
に
浮
か
ぶ
凡
愚
自
然
の
相

と
し
て
諦
観
す
る
」
視
点
を
得
た
と
評
価
す
る
。

古
代
イ
ン
ド
に
取
材
し
た
点
、
作
品
の
内
面
的
主
題
の
両
面
か
ら
、「
提
婆

達
多
」「
犬
」「
菩
提
樹
の
蔭
」
を
イ
ン
ド
三
部
作
と
初
め
て
規
定
し
た
論
考
。

仏
教
者
（
仙
台
市
内
の
真
宗
大
谷
派
寺
院
徳
泉
寺
住
職
）
と
し
て
中
勘
助
の
仏

教
思
想
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
後
の
仏
教
者
に
よ
る
観
念
的
な
中
勘
助
イ
ン
ド

三
部
作
評
価
の
軸
と
な
っ
た
。

③
藤
原
久
八　
「『
菩
提
樹
の
蔭
』
考
」『
中
勘
助
の
文
学
と
境
涯
』（
昭
和
三
八

年
五
月
三
〇
日　

金
喜
書
店
）

「
我
の
な
い
愛
の
奇
蹟
」
を
描
い
た
同
時
代
の
文
学
と
し
て
、
作
品
の
背
景

は
異
な
る
が
同
じ
く
彫
刻
師
を
主
人
公
と
し
た
幸
田
露
伴
の
『
風
流
仏
』
概
要

を
紹
介
し
た
。「
無
私
の
愛
」
に
つ
い
て
中
の
日
記
体
随
筆
「
街
路
樹
」
中
の

「
私
は
近
頃
に
な
っ
て
真
に
、
そ
れ
こ
そ
真
に
、
愛
す
る
こ
と
の
喜
び
を
知
り

得
た
よ
う
に
思
う
。
私
の
愛
が
漸
く
無
私
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

た
だ
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
獲
得
の
焦
慮
も
な
け
れ

ば
保
持
の
不
安
も
な
い
。
そ
れ
は
奪
う
こ
と
も
な
け
れ
ば
奪
わ
れ
る
こ
と
も
な

い
。」
を
引
用
し
た
。

①
の
小
宮
の
論
を
補
う
よ
う
な
論
。「
風
流
仏
」
と
詳
細
な
比
較
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
点
が
残
念
で
あ
る
。

④
奥
山
和
子　
『
中
勘
助
の
思
想
』（
同
氏
が
日
本
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科

に
昭
和
四
二
年
、
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
基
に
し
た
私
家
版　

奥
付
に
出
版

年
月
日
記
載
は
な
い
が
、
平
成
二
五
年
の
著
者
聞
き
取
り
に
よ
り
昭
和
四
四
年

頃
出
版
と
推
測
さ
れ
る
）

②
の
関
口
論
と
の
影
響
関
係
は
な
い
が
、
イ
ン
ド
を
舞
台
に
し
た
小
説
と
い

う
共
通
点
、
三
作
の
内
容
に
相
互
の
進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
提
婆
達

多
」「
犬
」「
菩
提
樹
の
蔭
」
を
イ
ン
ド
三
部
作
と
名
付
け
、
そ
れ
ら
の
作
品
に

現
れ
た
「
恋
愛
」「
家
族
」「
宗
教
・
道
徳
」「
美
」
に
関
す
る
思
想
を
説
明
し

た
論
で
あ
る
。
プ
ー
ル
ナ
の
愛
は
「
己
の
た
め
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
「
人

間
ら
し
さ
」
が
顕
現
さ
れ
た
結
果
、「
前
二
作
で
形
式
的
な
も
の
を
打
ち
砕
い

て
、
そ
の
中
に
残
っ
た
、
古
く
て
新
し
い
ま
こ
と
の
愛
の
姿
を
求
め
た
」
作
品

で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。「
父
一
人
・
娘
一
人
の
構
成
の
く
り
返
し
、
韻
を
ふ

む
よ
う
に
し
て
用
い
る
言
葉
や
文
章
」
と
の
指
摘
は
鋭
い
。

⑤
渡
辺
外
喜
三
郎　
「
小
説
か
ら
童
話
へ
『
菩
提
樹
の
蔭
』」『
中
勘
助
の
文
学
』

（
昭
和
四
六
年
一
〇
月
二
五
日　

桜
楓
社
）

「
菩
提
樹
の
蔭
」
の
前
書
き
を
引
用
し
、
イ
ン
ド
に
取
材
し
た
点
は
共
通
す

る
が
「
提
婆
達
多
」「
犬
」
と
異
な
り
、「
大
人
の
た
め
の
童
話
」
と
し
て
の
位
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置
づ
け
を
提
示
し
た
。「
銀
の
匙
」
に
描
か
れ
た
「
静
か
に
し
て
美
し
い
平
安

へ
の
悲
願
」
が
自
然
の
成
り
行
き
と
し
て
本
作
に
至
っ
た
と
述
べ
る
。

『
鳥
の
物
語
』
の
主
題
で
あ
る
「
大
人
の
た
め
の
童
話
」
の
一
つ
と
し
て
「
菩

提
樹
の
蔭
」
を
位
置
付
け
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
の
他
、「
菩
提
樹
の
蔭
」
所
収
『
現
代
文
学
全
集
第
七
五
巻　

中
勘
助
内

田
百
閒
集
』（
昭
和
三
一
年
六
月
二
五
日
、
筑
摩
書
店
）
解
説
（
河
盛
好
蔵
）、

『
日
本
の
文
学
第
一
六
巻　

長
塚
節 

鈴
木
三
重
吉 

中
勘
助
』（
昭
和
四
四
年
九

月
五
日
、
中
央
公
論
社
）
解
説
（
山
本
健
吉
）、『
昭
和
文
学
全
集
第
七
巻　

梶

井
基
次
郎 

牧
野
信
一 

中
島
敦 
嘉
村
磯
多 

内
田
百
閒 

中
勘
助 

広
津
和
郎 

瀧

井
孝
作 

網
野
菊 

丸
岡
明 

森
茉
莉
』（
平
成
元
年
五
月
一
日
、
小
学
館
）
解
説

「
中
勘
助　

人
と
作
品
」（
三
好
行
雄
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
作
品
の
典
拠
に
関
す
る
論
を
挙
げ
る
。

⑥
竹
長
吉
正　
『
授
業
に
生
き
る
教
材
研
究
』（
昭
和
六
三
年
五
月
三
〇
日　

三

省
堂
）
が
、
師
漱
石
の
「
道
草
」
と
の
影
響
関
係
を
示
し
た
。
具
体
的
に
は

ナ
ラ
ダ
は
（
略
）
お
き
ま
り
の
「
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ　

お
ま
い
は
誰
の
子
だ
」

を
い
つ
て
、
彼
女
が
も
う
飽
き
あ
き
し
て
ゐ
る
答
へ
を
く
り
か
え
さ
せ
た
。「
お

父
様
の
子
」」
と
い
う
箇
所
が
、「
道
草
」
の
健
三
と
島
田
夫
妻
の
「
御
前
の
御

父
さ
ん
は
誰
だ
い
」「
御
前
の
御
母
さ
ん
は
」
と
問
い
を
繰
り
返
す
場
面
と
の

類
似
性
を
示
し
た
。

影
響
関
係
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
場

面
の
指
摘
は
慧
眼
で
あ
ろ
う
。

⑦
木
内
英
実　
「
中
勘
助
の
『
菩
提
樹
の
蔭
』
成
立
に
お
け
る
イ
ン
ド
歌
劇

『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
―
姫
』
影
響
」『
小
田
原
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
七

号　

平
成
二
〇
年
三
月
）

「
菩
提
樹
の
蔭
」
執
筆
の
契
機
と
関
わ
っ
た
人
物
（
江
木
妙
子
・
山
田
又
吉
）

を
紹
介
し
後
述
す
る
資
料060A

010 

（
当
時
は
資
料
目
録
の
み
閲
覧
可
能
）

カ
ー
リ
ダ
ー
サ
作Sakuntala D

ram
a in Sieben A

kten

を
中
が
受
容
す
る

社
会
的
背
景
を
解
説
し
、
代
表
的
な
日
本
語
訳
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
―
姫
』（
辻

直
四
郎
訳　

岩
波
文
庫
）
と
「
菩
提
樹
の
蔭
」
と
の
プ
ロ
ッ
ト
の
比
較
を
行
っ

た
。
ま
た
、
執
筆
の
動
機
に
な
っ
た
文
楽
の
「
生
写
朝
顔
話
」
が
「
菩
提
樹
の

蔭
」
の
女
主
人
公
造
型
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
触
れ
た
。

⑧
木
内
英
実　
「
中
勘
助
と
仏
教
童
話
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
六
巻
第

二
号
（
平
成
二
〇
年
三
月
）

「
菩
提
樹
の
蔭
」
執
筆
背
景
と
し
て
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
作
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー

姫
』、
小
泉
八
雲
作
『
バ
カ
ワ
リ
』『
閻
魔
王
』
等
の
受
容
を
示
し
、
印
度
学
仏

教
学
資
料
の
受
容
を
和
辻
哲
郎
・
宇
井
伯
寿
ら
研
究
者
を
通
し
て
行
っ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
。

⑨
堀
部
功
夫　
「『
菩
提
樹
の
蔭
』
と
古
典
」『
国
語
国
文
』
第
七
九
巻
第
六
号

平
成
二
二
年
六
月
二
五
日
）

木
内
が
⑦
で
言
及
し
た
「
生
写
朝
顔
話
」
と
「
菩
提
樹
の
蔭
」
と
の
比
較
を

詳
細
に
行
い
『
古
今
著
聞
集
』
に
お
け
る
。
登
場
人
物
の
名
前
が
「
提
婆
達
多
」

の
典
拠
本
で
あ
っ
た
山
邊
習
學
『
佛
弟
子
伝
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
オ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
「
変
身
物
語
」
に
大
理
石
像
に
魂
が
入
る
ピ
グ
マ
リ
オ

ン
神
話
の
存
在
、『
古
今
著
聞
集
』
の
影
響
の
指
摘
も
あ
る
。

筆
者
が
日
本
比
較
文
学
会
第
七
〇
回
全
国
大
会
（
平
成
二
〇
年
六
月
二
二
日　

於
大
妻
女
子
大
学
）
に
お
け
る
研
究
発
表
「
中
勘
助
童
話
に
お
け
る
イ
ン
ド
文

学
の
影
響
」
レ
ジ
ュ
メ
（
同
日
配
布
）
に
記
し
た
よ
う
に
、「
菩
提
樹
の
蔭
」

前
半
の
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
彫
刻
に
魂
の
入
る
話
に
つ
い
て
、
オ
ウ
デ
ィ

ウ
ス
の
「
変
身
物
語
」
に
大
理
石
像
に
魂
が
入
る
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
神
話
を
典
拠

と
す
る
説
に
筆
者
も
賛
成
す
る
。『
佛
弟
子
伝
』
を
典
拠
と
す
る
登
場
人
物
の
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名
前
に
関
し
て
の
指
摘
は
見
事
と
言
え
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
発
想

を
得
た
の
か
、
実
証
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

三
　
本
文
異
同

本
作
品
は
、
初
出
（『
思
想
』
第
八
九
号　

昭
和
四
年
一
〇
月
発
行
）
か
ら

初
刊
『
菩
提
樹
の
蔭
』（
岩
波
書
店　

昭
和
六
年
四
月
五
日
）、
角
川
文
庫
『
菩

提
樹
の
蔭
・
提
婆
達
多
』（
昭
和
二
七
年
三
月
三
〇
日
）、
角
川
書
店
版
『
中
勘

助
全
集
』
第
二
巻
（
昭
和
三
六
年
一
月
三
〇
日
）、
岩
波
文
庫
『
菩
提
樹
の
蔭　

他
二
篇
』（
昭
和
五
九
年
一
二
月
一
七
日
）、
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第

二
巻
（
平
成
元
年
一
一
月
二
一
日
）
と
い
う
、
順
番
で
公
表
さ
れ
て
き
た
。

角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
全
一
三
巻
（
刊
行　

昭
和
三
五
年
～
同
四
〇

年
）
は
、
和
辻
哲
郎
・
小
宮
豊
隆
・
中
自
身
が
編
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る

が
、
和
辻
の
逝
去
も
あ
り
、
実
際
は
中
自
身
が
自
ら
の
代
表
作
を
収
録
す
る
目

的
の
も
と
編
集
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
、
中
勘
助
関
係
資
料
の
作
者
直
筆
メ
モ

よ
り
分
か
る
。
当
初
の
構
想
は
、
編
年
体
・
全
八
巻
構
成
（012F008

）、
Ａ

～
Ｆ
の
６
案
（012F009

）
と
ａ
、
ｂ
２
案
（012F010

）
で
あ
っ
た
。

巻
ご
と
の
収
録
ペ
ー
ジ
数
も
作
者
自
ら
が
決
め
て
い
た
こ
と
が
次
の
中
勘
助

関
係
資
料
図
１
（012F008

の
一
部
）
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

こ
の
角
川
書
店
版
全
集
を
編
む
た
め
に
イ
ン
ド
三
部
作
の
他
の
二
作
品
に
も

手
入
れ
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
菩
提
樹
の
蔭
』（
岩
波
書
店　

昭

和
六
年
四
月
五
日
）、022F027

角
川
文
庫
『
菩
提
樹
の
蔭
・
提
婆
達
多
』
三

版
（
昭
和
二
九
年
二
月
二
〇
日
）、
へ
の
書
き
入
れ
箇
所
を
検
証
す
る
。
句
読

点
の
整
理
及
び
作
者
好
み
の
漢
字
へ
の
修
正
（
例　

奇
麗
→
綺
麗
）
以
外
の
朱

筆
を
表
１
に
示
す
。

図
１
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表
１No.

角
川
文
庫
頁

022F027

書
入
れ

1

143

も
っ
て
ゐ
た
の
で
→
も
っ
て
た
ゆ
え

2

144

報
→
報
ひ
？

3

146

役
目
で
あ
っ
た
。
→
役
目
で
、

4

146

恵
ま
る
る
→
恵
ま
れ
る

5

149

気
持
ち
が
い
い
の
で
、
→
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

6

151

親
な
き
→
親
の
な
い

7

152

飽
く
こ
と
な
き
恋
→
飽
く
こ
と
の
な
い
恋

8

157

抑
へ
き
れ
な
く
な
っ
て
→
抑
へ
き
れ
な
く
な
り
、

9

159

古
い
習
慣
に
し
た
が
っ
て
→
古
い
習
慣
に
し
た
が
ひ

10

160

愛
情
そ
の
と
き
は
→
愛
情
―
―
そ
の
と
き
は

11

161

過
ぎ
し
日
→
過
ぎ
た
日

12

162

チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
が
、
あ
っ
と
→
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
が　

あ
っ　

と

13

164

わ
し
も
う
ん
と
い
は
う
→
わ
し
も　

う
ん　

と
い
は
う

14

164

思
っ
て
、
後
姿
→
思
ひ
、
後
姿

15

165

我
に
か
へ
っ
て
→
我
に
か
へ
り

16

166

で
き
な
か
っ
た
→
で
き
な
？
か
っ
た

17

168

目
の
あ
た
り
神
の
誓
の
→
目
の
あ
た
り
神
の
誓
ひ
の

18

168

彼
女
は
、「
こ
の
場
合
に
な
っ
て
、」
→
彼
女
は
「
こ
の
場
合
に
な
っ

て
、」
？

19

168

「
す
っ
か
り
～
さ
び
し
い
」
？

20

168

「
よ
い
思
～
も
の
を
」
？

21

170

き
く
こ
と
に
し
た
が
→
き
く
こ
と
に
し
た
。
が

22

171

か
へ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
→
か
へ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

23

172

故
郷
に
は
、
と
は
い
へ
→
故
郷
は
、

24

173

そ
の
匂
、
そ
の
凄
み
→
そ
の
匂
ひ
、
そ
の
凄
み

25

176

ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
→
？
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ

26

176

悩
ま
し
き
→
悩
ま
し
い

27

177

耶
摩
の
恵
か
→
耶
摩
の
恵
み
か

28

178

と
は
い
へ
→
さ
り
な
が
ら
、
し
か
し

29

178

ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
→
？
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ

30

178

で
は
な
か
っ
た
が
→
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど

31

179

ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
→
？
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ

32

179

愚
な
父
の
→
愚
か
な
父
の

33

180

新
し
き
血
は
→
新
し
い
血
は

34

180

纏
へ
る
玉
の
緒
→
纏
っ
た
玉
の
緒

35

182

２
つ
の
詩
の
上
に
、「
同
大
活
字
」
お
の
指
示
書
き
有

36

183

会
話
の
頁
上
部
に
？
が
付
く

37

183

「
奥
様
。
た
だ
い
ま
」
→
「
奥
様　

た
だ
い
ま
」

38

183

「
は
い
。
ア
マ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
～
」
→
「
は
い　

ア
マ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

～
」

39

183

「
奥
様
。
た
う
と
う
～
」
→
「
奥
様　

た
う
と
う
～
」

40

183

「
は
い
。
た
だ
～
」
→
「
は
い　

た
だ
～
」

41

183

「
さ
う
。
そ
れ
な
ら
～
」
→
「
さ
う　

そ
れ
な
ら
」

42

183

「
ス
ン
ダ
リ
や
。
な
ん
て
い
い
～
」
→
「
ス
ン
ダ
リ
や　

な
ん
て
い

い
～
」

43

183

「
奥
様
。
さ
き
ほ
ど
の
～
」
→
「
奥
様　

さ
き
ほ
ど
の
～
」

44

183

ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
→
？
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
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四
　
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
名
前
へ
の
逡
巡

別
表
１
№ 

25　

29　

31　

44
に
あ
る
よ
う
に
、
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
い
う

名
前
の
使
用
が
仏
教
資
料
中
に
登
場
す
る
か
、
中
は
角
川
版
全
集
収
録
時
に
再

考
し
て
い
る
。
中
勘
助
関
係
資
料094SB022　

友
松
あ
き
み
ち
（
神
田
寺
住

職
・
友
松
円
諦
の
息
子
）
か
ら
の
葉
書
（
昭
和
三
四
年
三
月
七
日
消
印
）
を
図

２
と
し
て
下
に
掲
載
す
る
。

ま
た
「
菩
提
樹
の
子
」
と
い
う
意
味
女
児
の
名
前
を
中
の
求
め
に
対
し
て
探

し
、
一
般
的
な
女
児
名
を
書
き
記
し
て
い
る
。

二
⑨
で
堀
部
は
『
佛
弟
子
伝
』
に
お
け
る
大
迦
葉
の
記
載
か
ら
、
ピ
ッ
パ
ラ

ヤ
ー
ナ
は
大
迦
葉
の
幼
名
で
あ
る
と
の
説
を
示
し
た
が
、
葉
書
中
の
友
松
の
言

葉
に
よ
る
と
「
父
に
も
調
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
い

う
名
前
は
ど
こ
に
も
な
い
よ
う
で
す
。」
と
の
言
葉
に
加
え
「Pippali

大
迦
葉

の
幼
名
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堀
部
説
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

中
が
角
川
版
全
集
を
編
む
際
に
、「
菩
提
樹
の
蔭
」
に
お
い
て
、
ピ
ッ
パ
ラ

ヤ
ー
ナ
の
名
前
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
作
品
の
成
立
に
当
た
り
「
名
前
」
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。五

　「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
―
姫
」
再
考

中
勘
助
関
係
資
料60A

010

の
作
者
書
入
れ
箇
所
に
つ
い
て
、
書
入
れ
箇
所

は
図
３
の
通
り
、
青
鉛
筆
で
の
傍
線
と
鉛
筆
で
の
訳
語
の
書
入
れ
で
あ
り
、
青

鉛
筆
に
よ
る
傍
線
は
全
部
で
一
一
一
箇
所
に
及
ん
だ
。
全
員
一
一
一
ペ
ー
ジ
と

ペ
ー
ジ
数
が
少
な
い
資
料
な
が
ら
、
書
入
れ
の
多
さ
は
他
資
料
に
類
を
見
な
い
。

そ
れ
ら
の
傍
線
箇
所
の
表
現
と
「
菩
提
樹
の
蔭
」
に
は
、
二
⑦
の
筆
者
の
論

図
２
文
面

図
２
宛
名
面
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で
既
に
示
し
た
プ
ロ
ッ
ト
上
の
影
響
関
係
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
比
喩
的

表
現
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
日
本
語
訳
は
内
田
賢
太
郎
氏
に
よ
る
。

①
少
女
の
肉
体
的
成
長
の
描
写

「
プ
リ
ヤ
ン
ヴ
ァ
ダ
ー　

そ
れ
は
あ
な
た
の
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
若
さ
の
せ
い

な
の
で
す
よ
。」（
中
勘
助
関
係
資
料60A

010p.18 l.12-13

）「
王　

若
く
み
ず

み
ず
し
い
お
体
も
、
肩
の
上
で
や
わ
ら
か
な
結
び
目
を
つ
く
り
、
胸
の
か
た
ち

を
か
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
衣
服
で
は
、
そ
の
美
し
さ
も
増
し
て
は
く
れ
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
る
で
、
花
が
色
枯
れ
た
葉
の
窪
み
に
隠
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。」（
中
勘
助
関
係
資
料60A

010p.18 l.16-19

）

「
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
の
胸
に
な
ら
ん
だ
禁
断
の
果
は
い
つ
し
か
ま
と
は
れ
た

衣
の
か
げ
に
ふ
く
ら
ん
だ
。
彼
女
の
な
り
の
よ
い
肩
の
ゆ
り
か
た
に
も
、
か
は

ゆ
い
足
の
運
び
に
も
、
娘
ら
し
い
し
な
が
そ
ふ
や
う
に
な
つ
た
。」（
岩
波
版
全

集
第
二
巻
二
三
五
頁
）

②
ま
だ
見
ぬ
父
の
名
前
を
知
る
子
ど
も
（Sakuntala

）
と
生
き
別
れ
た
わ
が

子
の
名
を
知
る
母
（「
菩
提
樹
の
蔭
」）

「
少
年　

ぼ
く
の
お
父
様
は
ド
ゥ
フ
シ
ャ
ン
タ
様
で
す
。
あ
な
た
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」（
中
勘
助
関
係
資
料60A

010p.104 l.18

）

「
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
？
お
お
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
！
ま
あ
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
！

さ
う
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
つ
て
い
ふ
の
」（
岩
波
版
全
集
第
二
巻
二
七
六
頁
）

③
神
の
加
護
の
も
と
で
、
子
ど
も
を
得
た
喜
び
を
子
ど
も
を
果
実
に
例
え
て
表

現
し
た
部
分

「
王　

わ
た
し
の
望
み
は
甘
い
果
実
を
実
ら
せ
た
の
だ
。
稲
妻
を
操
る
イ
ン

ド
ラ
天
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
の
こ
と
を
ま
だ
ご
存
じ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。」（
中
勘
助
関
係
資
料60A

010p.106 l.23-25

）

「
耶
摩
は
散
り
す
ぎ
た
青
春
の
夢
の
花
を
も
と
の
枝
に
か
へ
す
か
は
り
に
、

図
３
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そ
の
花
の
結
ん
だ
果
を
彼
に
さ
づ
け
た
の
で
あ
つ
た
。」（
岩
波
版
全
集
第
二
巻

二
六
四
頁
）

こ
の
他
、
青
鉛
筆
に
よ
る
傍
線
箇
所
を
中
心
に
本
文
を
再
確
認
す
る
と
次
の

よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
上
の
類
似
点
が
再
発
見
さ
れ
た
。

④
親
を
証
明
す
る
子
ど
も
が
身
に
つ
け
た
お
守
り

「
第
一
の
苦
行
女　

あ
あ
、
偉
大
な
る
王
様
、
お
き
き
く
だ
さ
い
。
こ
の
中

に
は
「
不
敗
の
草
」
と
い
う
名
の
薬
草
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
子
が
生
を

受
け
た
と
き
、
マ
リ
ー
シ
ャ
か
ら
こ
の
子
へ
送
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。
こ
の

薬
草
は
地
上
に
落
ち
ま
し
た
が
、
た
だ
こ
の
子
の
ご
両
親
と
こ
の
子
自
身
を
除

い
て
は
、
誰
も
さ
わ
れ
は
し
ま
せ
ん
。」（
中
勘
助
関
係
資
料60A

010p.104 
l.1-4

）
「
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
は
（
中
略
）
子
供
の
頸
に
か
か
つ
て
ゐ
る
護
り
袋
に
し

て
は
大
き
す
ぎ
る
袋
に
目
を
つ
け
た
。
さ
う
し
て
そ
の
口
紐
を
ゆ
る
め
て
な
か

の
物
を
と
り
だ
し
た
。
そ
こ
に
は
あ
の
浮
彫
が
、
昔
の
姿
が
割
れ
た
ま
ま
に
仕

上
げ
ら
れ
て
あ
つ
た
。」（
岩
波
版
全
集
第
二
巻
二
七
六
頁
）

⑤
親
子
の
再
会
の
折
の
装
束
は
苦
行
姿
・
巡
礼
姿

「
待
つ
間
あ
せ
ら
ず
、
色
な
き
喪
服
に
身
を
包
ま
れ
て
、
し
ゃ
く
ん
た
ら
姫

は
轉
ぶ
が
如
く
に
し
て
来
れ
り
。
夫
に
棄
て
ら
れ
し
妻
の
務
め
な
り
と
い
ふ
勤

行
の
厳
し
さ
に
、
豊
か
な
り
頬
の
肉
は
落
ち
て
、
束
ね
し
黒
髪
は
縺
れ
て
肩
を

掩
へ
り
。」（「
し
ゃ
く
ん
た
ら
姫
」
四
九
八
頁
、
森
田
草
平
譯
『
十
字
軍
の
騎
士
』

昭
和
五
年
三
月
三
〇
日　

改
造
社
）

「﹃
奥
様
。
た
だ
い
ま
子
供
を
つ
れ
た
若
い
巡
礼
が
ま
ゐ
り
ま
し
て
…
…
﹄

（
中
略
）

や
が
て
だ
ま
さ
れ
て
や
う
や
く
泣
き
止
ん
だ
子
が
し
ゃ
く
り
あ
げ
な
が
ら
召

使
に
手
を
ひ
か
れ
て
き
た
。
痩
せ
こ
け
て
発
育
の
わ
る
い
体
に
粗
末
な
が
ら
さ

つ
ぱ
り
と
し
た
麻
衣
を
ま
と
つ
て
ゐ
る
。」（
岩
波
版
全
集
第
二
巻
二
七
二
～
二

七
五
頁
）

六
　
父
親
の
責
任

二
⑦
に
お
い
て
筆
者
は
「
生
写
朝
顔
話
」
が
「
菩
提
樹
の
蔭
」
へ
及
ぼ
し
た

影
響
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
角
川
版
全
集
第
二
巻
の
あ
と
が
き
に
あ
る
「
大
学

生
だ
つ
た
と
き
大
阪
に
友
人
の
山
田
を
訪
ね
て
文
楽
を
お
ご
ら
れ
、
當
時
若
手

で
将
来
に
望
み
を
か
け
ら
れ
て
た
栄
三
の
朝
顔
に
魅
了
さ
れ
て
人
形
に
恋
を
し
、

人
形
に
魂
の
は
ひ
る
話
を
い
つ
か
は
私
流
に
書
き
た
い
」
と
の
一
文
を
も
と
に

解
き
始
め
た
。

二
⑨
に
お
い
て
堀
部
は
「
生
写
朝
顔
話
」
大
井
川
の
段
に
『
古
今
著
聞
集
』

の
松
浦
佐
用
姫
の
引
用
を
見
、
佐
用
姫
石
化
が
「
菩
提
樹
の
蔭
」
チ
ュ
ー
ラ
ナ

ン
ダ
の
石
化
に
影
響
し
た
と
述
べ
、
神
の
定
め
た
通
り
の
死
を
迎
え
た
結
末
か

ら
「
神
の
強
さ
と
人
間
の
弱
さ
」
の
葛
藤
を
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
た
。

中
が
最
も
親
し
ん
だ
文
楽
は
、
と
い
う
と
堀
部
が
引
用
し
た
中
の
詩
「
文
楽

座
」
に
表
現
さ
れ
た
「
小
太
郎
」「
朝
顔
」「
弁
慶
」「
義
経
」「
静
御
前
」「
忠
信
」

が
主
な
役
の
作
品
だ
け
で
は
な
い
。

五
②
⑤
の
要
素
を
含
む
文
楽
作
品
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
受
容
を
中
は

「
銀
の
匙
」
前
篇
十
二
中
に
「
大
日
様
に
は
方
々
の
お
寺
に
あ
る
や
う
に
柿
色

や
花
色
の
奉
納
の
手
拭
の
さ
が
つ
た
掘
り
ぬ
き
井
戸
が
あ
つ
て
、
草
双
紙
に
阿

波
の
鳴
門
の
お
鶴
が
も
つ
て
る
曲
物
の
柄
杓
が
浮
い
て
ゐ
た
。」（
岩
波
版
全
集

第
一
巻
二
二
頁
）
と
記
す
。

『
義
太
夫
年
表
』（
明
治
篇
）
及
び
（
大
正
篇
）
に
よ
る
と
中
が
山
田
と
共
に

文
楽
を
楽
し
ん
だ
文
楽
座
に
お
け
る
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」「
十
郎
兵
衛
住
家

の
段
」（
巡
礼
唄
の
段
に
同
じ
）
上
演
は
、
山
田
と
中
の
出
会
い
か
ら
山
田
逝



― ―188

去
の
間
に
、
は
明
治
三
五
年
九
月
、
四
〇
年
五
月
、
四
三
年
四
月
二
日
、
と
上

演
記
録
が
残
る
。

お
鶴
が
登
場
す
る⑴
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
代
表
的
演
目
で
あ
る
第
八
「
巡

礼
歌
の
段
」
を
引
用
す
る
。

幼
い
頃
に
生
き
別
れ
た
母
親
お
弓
と
西
国
巡
礼
途
上
の
娘
お
鶴
が
出
会
う
が
、

お
弓
は
夫
十
郎
兵
衛
と
共
に
明
日
と
は
知
れ
ぬ
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
の
名

乗
り
を
行
わ
な
い
。
そ
の
下
り
は
次
の
様
に
示
さ
れ
る
。

「
巡
礼
歌　

補
陀
落
や
。
岸
う
つ
波
は
。
三
熊
野
の
。
那
智
の
お
山
に
。

響
く
滝
つ
瀬
。」
年
は
。
や
う
や
う
と
を
ど
を
の
道
を
。
か
け
た
る
。
笈

摺
に
。
同
行
二
人
と
記
せ
し
は
。
一
人
は
大
悲
の
か
げ
頼
む
。「
ふ
る
里

を
は
る
ば
る
。
こ
こ
に
。
紀
三
井
寺
。
花
の
都
も
。
近
く
な
る
ら
ん
。
巡

礼
に
御
報
謝
」
と
。
言
ふ
も
誮
し
き
国
な
ま
り
。「
テ
モ
し
ほ
ら
し
い
巡

礼
衆
。
ド
レ
ド
レ
報
謝
し
ん
ぜ
う
。」
と
。
盆
に
精
の
志
。「
ア
イ
ア
イ
有

難
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
言
ふ
物
ご
し
か
ら
爪
は
づ
れ
。
可
愛
ら
し
い
娘
の

子
。
定
め
て
連
衆
は
親
御
達
。「
国
は
何
国
」
と
尋
ら
れ
。「
ア
イ
国
は
阿

波
の
徳
島
で
ご
ざ
り
ま
す
。」「
ム
ム
何
じ
や
徳
島
。
さ
つ
て
も
夫
は
マ
ア

な
つ
か
し
い
。
わ
し
が
生
れ
も
阿
波
の
徳
島
。
そ
し
て
と
と
様
や
か
か
様

と
一
所
に
巡
礼
さ
ん
す
の
か
。」「
イ
エ
イ
エ
其
と
と
様
や
か
か
様
に
逢
た

さ
故
。
夫
で
わ
し
一
人
。
西
国
す
る
の
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
聞
て
ど
ふ

や
ら
気
に
か
か
る
。
お
弓
は
猶
も
傍
に
寄
り
。「
ム
ム
と
と
様
や
か
か
様

に
逢
た
さ
に
西
国
す
る
と
は
。
ど
う
し
た
訳
じ
や
夫
が
聞
た
い
。
マ
ア
其

親
達
の
名
は
何
と
い
ふ
ぞ
い
の
。」「
ア
イ
ど
ふ
し
た
訳
じ
や
知
ら
ぬ
が
。

三
ツ
の
年
に
。
と
と
様
や
か
か
様
も
わ
し
を
ば
ば
様
に
預
て
。
ど
こ
へ
や

ら
行
か
し
や
ん
し
た
げ
な
。
夫
で
わ
た
し
は
。
ば
ば
様
の
世
話
に
な
つ
て

居
た
け
れ
ど
。
ど
ふ
ぞ
と
と
様
や
か
か
様
に
逢
た
い
顔
見
た
い
。
夫
で

方
々
と
。
尋
ね
て
歩
く
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。
と
と
様
の
名
は
阿
波
の
十
郎

兵
衛
。
か
か
様
は
お
弓
と
申
し
ま
す
。」
と
。
聞
て
吃
驚
り
お
弓
が
取
付
。

「
コ
レ
コ
レ
コ
レ
ア
ノ
と
と
様
の
名
は
阿
波
の
十
郎
兵
衛
。
か
か
様
は
お

弓
。
三
ツ
の
年
別
れ
て
。
ば
ば
様
に
育
ら
れ
て
居
た
と
は
。
疑
ひ
も
な
い

我
娘
」
と
。
見
れ
ば
見
る
程
稚
顔
。
見
覚
の
有
額
の
痣
。
ヤ
レ
我
子
な
つ

か
し
や
と
。
言
は
ん
と
せ
し
が
イ
ヤ
待
し
ば
し
。
夫
婦
は
今
も
と
ら
る
る

命
。
元
よ
り
覚
悟
の
見
な
れ
共
。
親
子
と
い
は
ば
此
子
に
迄
ど
ん
な
憂
目

が
か
か
ら
ふ
や
ら
。
夫
を
思
へ
ば
な
ま
中
に
。
名
乗
だ
て
し
て
憂
め
を
見

ん
よ
り
。
名
乗
ら
で
此
侭
帰
す
の
が
。
却
て
此
子
が
為
な
ら
ん
と
。

（『
近
松
半
二
浄
瑠
璃
集
〔
二
〕』
三
五
五
〜
三
五
六
頁
、
国
書
刊
行
会　

一
九
九
六
年
四
月
二
〇
日
）

こ
こ
に
は
、
五
②
⑤
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。
子
ど
も
は
同
行
二
人
の
芨

摺
を
か
け
た
巡
礼
姿
、
ま
だ
見
ぬ
父
母
の
名
前
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
聞
い

た
母
親
が
わ
が
子
と
確
認
す
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
あ
の
浮
彫
が
、
昔
の
姿
が
割
れ
た
ま
ま
に
仕
上
げ
ら
れ
て

あ
つ
た
。
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
は
し
げ
し
げ
と
子
供
の
顔
を
み
た
。
姿

を
。
手
足
を
。
髪
の
毛
か
ら
爪
の
先
ま
で
。
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
の
胸

は
た
か
ま
つ
た
。
彼
女
は
声
を
ふ
る
は
せ
な
が
ら
い
つ
た
。

「
お
お　

お
お　
　

い
い
子
だ
ね
。
私
が
か
は
い
が
つ
て
あ
げ
る
か

ら
ね
。
か
は
い
さ
う
に
。
私
の
い
ふ
こ
と
が
わ
か
る
か
い
。
か
は
い

い
子
や
。
お
ま
い
の
名
は
な
ん
て
い
ふ
の
」

「
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
」
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や
さ
し
く
い
た
は
れ
ら
れ
た
た
め
に
や
つ
と
安
心
し
た
子
供
は
さ
う

答
へ
て
か
す
か
に
笑
顔
を
み
せ
た
。

「
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
？
お
お
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
！
ま
あ
ピ
ッ
パ
ラ

ヤ
ー
ナ
！
さ
う
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
つ
て
い
ふ
の
」

チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
は
父
の
名
母
の
名
を
き
か
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

と
、
巡
礼
の
子
供
が
語
る
自
ら
の
名
前
「
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
」
が
「
菩
提

樹
の
蔭
の
恋
が
た
り
に
、
も
し
も
二
人
の
あ
ひ
だ
に
子
供
が
で
き
た
な
ら

ば
こ
の
思
ひ
出
の
お
ほ
い
木
の
名
に
ち
な
ん
で
、
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
名

を
つ
け
よ
う　

と
ち
か
つ
た
こ
と
」
を
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
に
思
い
出
さ
せ

る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
菩
提
樹
の
蔭
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
で
、

朝
に
な
つ
た
。
人
人
は
臥
搨
の
う
へ
に
横
つ
た
ま
ま
冷
い
石
像
と
な

つ
た
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
の
胸
に
ひ
し
と
抱
き
し
め
ら
れ
て
乳
首
を
ふ

く
ん
だ
な
り
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
の
息
が
絶
え
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
た
。

と
彫
像
と
化
し
た
母
に
添
い
寝
さ
れ
乳
を
含
ん
だ
ま
ま
息
絶
え
た
子
の
姿

が
描
写
さ
れ
る
。
こ
れ
も
八
段
「
巡
礼
歌
の
段
」
に
あ
る

「
何
と
マ
ア
見
や
し
や
ん
し
た
か
。
ド
レ
ド
レ
。
帯
と
い
て
ゆ
つ
く

り
と
。
久
し
ぶ
り
で
母
が
添
乳
。」
と
。
笈
摺
は
づ
し
帯
と
く
と
く
。

見
れ
ば
手
足
も
冷
へ
渡
り
息
も
通
は
ぬ
娘
の
死
骸
。「
ヤ
ア
コ
レ
。

こ
り
や
娘
は
死
で
居
る
。
ど
ふ
し
て
死
だ
ど
ふ
し
て
」
と
。
余
り
の

事
に
涙
も
出
ず
。

（『
近
松
半
二
浄
瑠
璃
集
〔
二
〕』
三
六
一
頁
、
国
書
刊
行
会　

一
九

九
六
年
四
月
二
〇
日
）

と
お
弓
が
お
鶴
に
乳
を
含
ま
せ
添
い
寝
し
よ
う
と
す
る
場
面
、
転
じ
て
愁

嘆
場
の
影
響
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」「
巡
礼
歌
の
段
」
は
、
親
子
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
な

が
ら
名
乗
れ
な
い
母
の
苦
悩
、
親
子
と
知
ら
ず
娘
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
父
の
悔

恨
が
描
か
れ
た
悲
劇
で
あ
る
。

「
菩
提
樹
の
蔭
」
は
プ
ー
ル
ナ
に
よ
る
「
ど
う
ぞ
あ
は
れ
な
こ
の
子
を
お
守

り
く
だ
さ
い
。
私
は
こ
れ
を
人
手
に
ま
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）

そ
の
う
へ
に
は
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
に
も
冥
加
を
た
れ
て
や
つ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
祈
り
に
よ
り
、
親
子
全
員
が
同
時
に
静
か
な
死
を
迎
え
る
と
い
う
と
い

う
い
わ
ば
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
体
裁
を
と
っ
た
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
了

す
る
。

「
因
縁
」
に
人
間
が
振
り
回
さ
れ
る
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
よ
り
も
父
の
祈

り
を
聞
き
と
ど
け
る
人
間
に
近
い
神
が
描
か
れ
近
代
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。

「
菩
提
樹
の
蔭
」
末
尾
は
親
子
の
「
心
中
物
」
の
よ
う
に
、
親
子
三
人
の
同
時

の
死
が
描
か
れ
た
。「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
阿
波
十
郎
兵
衛
の
よ
う
に
わ
が

子
を
殺
し
た
結
果
、
残
さ
れ
た
両
親
が
悲
嘆
に
く
れ
る
と
い
う
悲
劇
や
、
幼
い

孤
児
が
残
さ
れ
る
悲
劇
と
は
無
縁
の
、
思
い
残
す
こ
と
が
な
い
理
想
的
な
死
の

姿
で
あ
る
。

イ
ン
ド
物
語⑵
『
屍
鬼
二
十
五
話
』「
娘
一
人
に
婿
三
人 

彼
女
の
灰
を
抱
い
て

い
た
男
」
に
あ
る
よ
う
に
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
の
姿
を
大
理
石
に
刻
み
還
魂
を
し
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た
プ
ー
ル
ナ
は
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
の
父
親
の
役
割
を
図
ら
ず
も
負
っ
て
し
ま
っ

た
。
自
分
が
世
に
出
し
た
チ
ュ
ー
ラ
ナ
ン
ダ
と
ピ
ッ
パ
ラ
ヤ
ー
ナ
に
対
し
て
自

ら
の
死
に
際
し
て
、
父
親
の
責
任
を
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
作
品
の
テ
ー
マ
と
し
て
父
親
の
責
任
を
挙
げ
た
い
。

七
　
終
わ
り
に

二
⑧
で
述
べ
た
よ
う
に
大
正
時
代
か
ら
中
の
印
度
学
仏
教
学
資
料
の
受
容
に

関
係
し
た
和
辻
哲
郎
は
「
聖
観
音
は
こ
の
傾
向
の
か
な
り
絶
頂
に
近
い
所
に
あ

る
の
で
す
。（
中
略
）
父
イ
ン
ド
、
母
ギ
リ
シ
ア
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い

子
供
な
の
で
す
。」（「
神
を
人
間
の
姿
に
」
一
九
一
八
年
）
と
い
い
、
ギ
リ
シ

ア
人
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
東
征
を
背
景
に
そ
の
部
下
カ
リ
ス
テ
ネ
ス
が
仏

教
教
団
に
出
会
う
と
い
う
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ま
で
」（
同
年
『
読
売
新
聞
』）
と
ギ

リ
シ
ャ
と
イ
ン
ド
の
文
化
交
流
を
し
き
り
に
記
し
た
。

「
人
形
に
魂
の
は
ひ
る
話
」
の
ギ
リ
シ
ャ
版
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
神
話
、
数
奇
な

夫
婦
の
運
命
と
親
子
の
対
面
を
描
い
た
イ
ン
ド
の
「
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
」
と

日
本
の
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」、
そ
し
て
作
品
の
基
調
を
な
す
「
生
写
朝
顔
話
」

と
、「
菩
提
樹
の
蔭
」
は
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
ン
ド
・
日
本
の
物
語
が
結
び
つ
き
成

立
し
た
と
い
え
よ
う
。

中
が
本
作
の
執
筆
動
機
に
記
し
た
亡
き
親
友
の
娘
で
あ
り
パ
リ
で
女
児
を
も

う
け
た
猪
谷
妙
子
に
対
し
て
、
母
親
で
は
な
く
父
親
の
責
任
を
解
説
し
た
文
学

を
与
え
た
と
い
う
点
か
ら
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

後
記

　

三
章
四
章
五
章
に
記
し
た
「
菩
提
樹
の
蔭
」
に
関
わ
る
資
料
は
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘

助
関
係
資
料
の
一
部
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
静
岡
市
か
ら
筆
者
が
受
託
し
た
調
査

研
究
の
成
果
で
あ
る
（
内
田
賢
太
郎
氏
に
よ
る
日
本
語
訳
も
含
む
）。
静
岡
市
文
化
振

興
課
、
静
岡
市
文
化
振
興
財
団
、
静
岡
市
中
勘
助
文
学
館
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

日
本
比
較
文
学
会
第
七
〇
回
全
国
大
会
（
平
成
二
〇
年
六
月
二
二
日　

於
大
妻
女
子

大
学
）
に
お
け
る
筆
者
の
研
究
発
表
「
中
勘
助
童
話
に
お
け
る
イ
ン
ド
文
学
の
影
響
」

質
疑
に
お
い
て
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
千
葉
大
学
佐
藤
宗
子
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

注
⑴　

義
太
夫
節
の
曲
名
。
時
代
物
。
十
段
。
近
松
半
二
・
八
民
平
七
・
吉
田
兵
蔵
・
竹

田
文
吉
・
竹
本
三
郎
兵
衛
ら
合
作
。
明
和
五
年
六
月
一
日
か
ら
大
阪
竹
本
座
で
初
演
。

近
松
門
左
衛
門
作
「
夕
霧
阿
波
の
鳴
門
」
の
改
作
と
い
う
が
原
作
の
お
も
か
げ
は
ほ

と
ん
ど
と
ど
め
て
い
な
い
。（
八
段
）（
十
郎
兵
衛
内
）
十
郎
兵
衛
の
る
す
に
巡
礼
の

子
が
た
ず
ね
て
く
る
。
お
弓
は
そ
の
身
の
上
話
か
ら
わ
が
子
お
鶴
と
わ
か
る
。
盗
賊

と
し
て
捕
え
ら
れ
る
自
分
た
ち
の
こ
と
を
考
え
母
と
名
の
ら
ず
に
帰
国
さ
せ
る
。
十

郎
兵
衛
は
わ
が
子
と
知
ら
ず
、
外
か
ら
こ
の
巡
礼
を
つ
れ
て
帰
り
、
金
を
も
っ
て
い

る
の
を
み
て
、
武
太
六
へ
の
返
済
金
に
当
て
る
た
め
貸
し
て
く
れ
と
た
の
む
。
巡
礼

が
大
声
で
そ
れ
を
拒
む
の
で
、
そ
の
口
を
ふ
さ
ぐ
と
窒
息
死
し
て
し
ま
う
。
お
弓
は

お
鶴
を
帰
し
た
あ
と
心
ひ
か
れ
て
追
っ
て
い
っ
た
が
、
家
へ
帰
る
と
わ
が
子
が
死
ん

で
い
る
。
十
郎
兵
衛
も
巡
礼
が
わ
が
子
と
わ
か
り
夫
婦
は
悲
嘆
に
く
れ
る
。
お
鶴
の

懐
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
手
紙
に
よ
っ
て
、
国
次
の
刀
は
郡
兵
衛
が
持
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
お
り
か
ら
捕
手
に
と
り
囲
ま
れ
る
が
、
二
人
は
奮
戦
し
家
に
火
を
放
っ

て
帰
国
の
途
に
つ
く
。
第
八
段
の
十
郎
兵
衛
内
、
通
称
「
巡
礼
唄
の
段
」
が
最
も
名

高
く
再
演
以
後
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
段
だ
け
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

　
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
二
巻
、
早
稲
田
大
学
坪
内
逍
遥
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
、

平
凡
社
、
一
九
六
〇
・
六
よ
り

⑵　

ソ
ー
マ
・
デ
ィ
ー
バ
作　

上
村
勝
彦
翻
訳　

平
凡
社　

一
九
七
八
・
一
よ
り
「
娘

一
人
に
婿
三
人 
彼
女
の
灰
を
抱
い
て
い
た
男
」
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イ
ン
ド
の
説
話
集
。
二
十
五
話
か
ら
な
る
。
死
体
に
取
り
つ
い
た
ヴ
ェ
ー
タ
ー
ラ
が

ト
リ
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
セ
ー
ナ
王
に
聞
か
せ
る
25
の
不
思
議
な
物
語
か
ら
成
り
、
各
話
の

最
後
に
ヴ
ェ
ー
タ
ー
ラ
が
問
答
を
仕
掛
け
、
ト
リ
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
セ
ー
ナ
王
が
そ
れ
に

見
事
に
答
え
る
と
い
う
形
式
を
持
つ
。
最
後
に
王
は
シ
ヴ
ァ
神
に
認
め
ら
れ
、
ヴ
ィ

デ
ィ
ヤ
ー
ダ
ラ
族
の
転
輪
聖
王
と
さ
れ
た
。

　

屍
鬼
が
ト
リ
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
セ
ー
ナ
王
に
対
し
、
三
人
の
求
婚
者
が
亡
く
な
っ
た
娘
に

対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
う
ち
の
誰
が
再
生
し
た
娘
の
夫
に

相
応
し
い
か
と
尋
ね
た
話
。
呪
文
の
力
で
遺
灰
か
ら
娘
を
生
き
返
ら
せ
た
青
年
は
父

親
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
娘
の
骨
を
ガ
ン
ジ
ス
河
に
投
げ
捨
て
た
青
年
は
娘
の

息
子
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
娘
の
灰
を
寝
床
に
し
、
そ
れ
を
抱
き
し
め
て
苦
行

し
て
い
た
青
年
こ
そ
深
い
愛
情
に
よ
り
夫
に
相
応
し
く
行
動
し
た
、
と
王
は
答
え
た
。

受
　
贈
　
雑
　
誌
（
六
）

近
松
研
究
所
紀
要	

園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所

中
央
大
学
国
文	

中
央
大
学
国
文
学
会

鶴
見
大
学
紀
要	

鶴
見
大
学

鶴
見
日
本
文
学	

鶴
見
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻

帝
京
日
本
文
化
論
集	

帝
京
大
学
国
語
国
文
学
会

帝
京
大
学
文
学
部
紀
要	

帝
京
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
科

東
海
学
園
言
語
・
文
学
・
文
化	

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学	

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

東
京
大
学
国
文
学
論
集	

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

同
志
社
國
文
学	

同
志
社
大
学
国
文
学
会

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学	

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

同
朋
文
化	

同
朋
大
学
日
本
文
学
会

東
北
文
学
の
世
界	

盛
岡
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

常
葉
国
文	

常
葉
学
園
短
期
大
学
国
文
学
会

都
大
論
究	

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会

奈
良
大
学
紀
要	

奈
良
大
学
文
学
部
国
文
学
科

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集	

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科

二
松	

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢	

二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会

日
本
近
代
文
学
館
年
誌	

日
本
近
代
文
学
館

日
本
研
究	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー


